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パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
「
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
論
」（
一
九
三
六
年
）

の
改
訂
作
業
（
一
九
五
五
年
）
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・

	

類
型
分
析
を
行
い
図
像
学
論
を
執
筆
す
る
、
現
場
の
技
術
的
視
点
か
ら
考
え
る
　



　

L ’auteur a essayé d ’analyser la m
éthode d ’Erw

in Panofsky de son article sur N
icolas Poussin, célèbre de point de vue historique d ’iconologie : « Et in 

A
rcadia Ego »

（1936

）（Fig. 5

）.  Il l ’a analysé selon ses recherches personelles qu ’il avait lui-m
êm

e exécutées à l ’Institut W
arburg depuis 1977 pour sa thèse 

sur l ’iconographie des tableaux de Poussin. Panofsky a consulté des études précedentes sur les deux tableaux de Poussn 

（Fig. 1, 2

） （1914 Grautoff ; 1925 
Lem

onnier ; 1930 W
eisbach ; 1932  Stechow

）. La m
éthode H

eirich W
ölffl

in pour l ’analyse des tableaux représentant la V
ierge et l ’enfant pendant son séjour 

à Florence de Raphäel dans son L
’art classique publié en 1899, s ’im

posait à Panofsky. W
ölffl

in lui a donnée  un m
odèle pour la m

éthode d ’analyse de types 

（T
ypenlehre

）qu ’il a insisté dans son étude en 1927 sur « Im
ago Pietatis ». D

’un autre côté, il a beaucoup étudié les études iconographiques par K
ünstle

（1908

） et aussi de Stechow

（1932

）. L ’auteur  a aussi analysé la révison réalisée en 1955 

（Fig. 6

）, ce qui a rendu beaucoup plus clair de point de vue 
scientifique : suppréssion des chapîtres inutiles après II jusqu ’au IV

 de l ’article de 1936. La com
paraison nous a perm

is de bien com
prendre la raison de 

suprréssion pour réaliser son théorie d ’analyse de types.

K
ey W

ords : W
ölfflin, Panofsky, Lem

m
onier, K

unstle,W
eisbach, Stechow

, Et in A
rcadia ego, Bergers d ’A

rcadie, Poussin, Guercino, Institut W
arburg , 

description com
parée, histoire des types,  Bellori,  Félibien,  iconologie,  posiitvism

e

　
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
「
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
論
」（
一
九
三
六
年
）

の
改
訂
作
業
（
一
九
五
五
年
）
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
類
型
分
析
を
行
い
図

像
学
論
を
執
筆
す
る
、
現
場
の
技
術
的
視
点
か
ら
考
え
る

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

美
術
史
家
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
、
生
涯
、
論
文
・
著
作
、
方
法
、
評
価
等
に
つ
い

て
の
先
行
研
究
は
多
い

１

。
そ
う
し
た
中
で
、
本
稿
は
、
彼
が
書
い
た
プ
ッ
サ
ン
研
究
に
つ
い
て

の
方
法
の
分
析
を
主
眼
に
し
て
い
る
。
一
九
三
六
年
刊
行
の
「
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》」

論
が
、一
九
五
五
年
に
改
訂
さ
れ
る
際
に
変
更
さ
れ
た
部
分
に
着
目
し
、図
像
学
論
を
執
筆
す
る
、

い
わ
ば
現
場
の
技
術
的
視
点
か
ら
考
え
る
論
考
で
あ
る
。

　
　Ａ　

論
文
の
誕
生
ま
で

　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
一
八
九
二
年
三
月
三
十
日
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
に
生
ま
れ
た
。

一
九
六
八
年
三
月
十
四
日
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
死
亡
し
て
い
る
（W

EN
D

LA
N

D
, 

要
　
　
　
旨

木
　
村
　
三
　
郎

（41）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



II, p. 484

）。
既
に
、
多
く
の
紹
介
記
事
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
本
論
文
で
は
、
簡
単
に
、
彼
の
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
、
本
論
文
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
略
歴
を
記
し
て
お
き
た
い

2

。

　

一
九
一
五
年
、
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
が
『
美
術
史
の
基
礎
概
念
』
を
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
刊
行

３

。

　

一
九
二
〇
年
以
降
、
新
設
さ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
講
師
。

　

一
九
二
三
年　

Ｆ
・
ザ
ク
セ
ル
と
の
共
著
で
『
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
メ
レ
ン
コ
リ
ア
Ⅰ
』
を
刊
行

４

。

　

一
九
二
六
年
（
～
三
三
年
）、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
正
教
授
。

　

一
九
二
七
年
、「
イ
マ
ー
ゴ
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
（
悲
し
み
の
人
）」
論
を
『
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
レ

ン
ダ
ー
還
暦
祝
賀
論
文
集
』
に
刊
行
す
る

５

。

　

一
九
三
一
～
三
二
（
三
三
）
年
、
合
衆
国
に
滞
在
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
教
え
る
。

　
〈
ナ
チ
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
国
外
追
放
〉６

　
〈
一
九
三
三
年
、
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
研
究
所
の
、
六
万
冊
に
の
ぼ
る
蔵
書
や
資
料
が
ロ
ン
ド
ン

へ
移
さ
れ
る
。〉

　

一
九
三
三
年
夏
、
ド
イ
ツ
に
戻
る
。

　

一
九
三
四
年
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
す
る
。

　

同
年
、「
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
作
《
ア
ル
ノ
ル
フ
ィ
ー
ニ
夫
妻
の
肖
像
》」
を
、『
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・

マ
ガ
ジ
ン
』BM

に
刊
行
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
一
時
教
鞭
を
取
り
、
そ
の
後
、
新
し
く
創
設
さ
れ
た
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
高
等
研
究
所
の
歴
史
学
担
当
の
最
初
の
教
授
に
就
任
す
る
。

　

一
九
三
六
年
、
論
文
「
わ
れ
、
ま
た
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
あ
り
・
・
・
プ
ッ
サ
ン
と
ワ
ト
ー
に

お
け
る
そ
の
変
容
に
つ
い
て
」
を
、
ク
リ
バ
ン
ス
キ
ー
他
が
編
集
し
た
、
哲
学
者
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

　

E. Cassirer 

へ
の
『
献
呈
論
文
集
』（
図
５
～
９
）
の
中
に
発
表
す
る

７

。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が

四
四
歳
に
な
る
一
九
三
六
年
に
書
い
た
こ
の
論
文
が
、
そ
の
後
の
プ
ッ
サ
ン
研
究
に
た
だ
な
ら
ぬ

影
響
を
残
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
図
像
解
釈
学Iconology

と
呼
ば
れ
る
研
究
成
果

の
代
表
的
な
成
功
例
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
そ
の
後
の

一
九
五
五
年
に
大
幅
な
改
訂
を
行
い
、
著
書
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』
と
題
し
た
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ

ク
版
に
再
録
し
た

８

。

Ｂ　

先
行
研
究
の
理
解
と
咀
嚼　

　

一
九
三
六
年
刊
行
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
論
文
は
、
序
論
と
し
て
の
導
入
部
の
あ
と
に
、
三
章
構

成
（
Ⅰ
～
Ⅲ
）
で
書
か
れ
、
最
後
に
、
補
遺
（A

ppendix

）
が
あ
る
。
先
ず
、
そ
の
序
論
と
第

Ⅰ
章
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ｂ
―
１　

プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
に
関
す
る
先
行
研
究

　

同
作
品
が
描
か
れ
た
後
、
十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
に
関
す
る
先
行
研
究

は
多
い
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
そ
の
中
で
も
、
一
次
資
料
を
丁
寧
に
参
照
し
て
い
る
。
ベ
ロ
ー
リ

の
『
画
家
伝
』LE V

IT
E

は
、
復
刻
版
が
存
在
し
な
い
時
代
で
あ
り
、
一
八
二
一
年
に
ピ
サ
で

刊
行
さ
れ
た
版
を
使
っ
て
い
る
（p. 237;  n.1

）。
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
場
合
は
、
初
版
で
は
な
く

一
七
〇
五
年
版
で
あ
る
（ p. 237; n.2

）。

　

一
九
世
紀
以
降
の
研
究
で
も
、
ア
ン
ド
レ
ー
ゼ
ン
（A

N
D

RESEN
, Poussin, 1863

）
を
参

照
し
て
、
複
製
版
画
の
存
在
を
確
認
し
（p.237

）、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
刊
行
物
で
も
、

一
九
一
四
年
刊
行
の
、
グ
ラ
ウ
ト
フ
（ p. 244; n.1

）
を
見
落
と
し
て
は
い
な
い
。

　

一
九
二
〇
年
代
以
降
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
、
直
接
、
研
究
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る

研
究
が
生
ま
れ
る
。
一
九
二
五
年
刊
行
の
、
ル
モ
ニ
エ
の
仏
語
論
文
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い

に
関
す
る
典
拠
」
論
（1925 LEM

O
N

N
IER

）
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
論
考
の
中
で
、
文
学

上
の
典
拠
と
し
て
、ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
著
作
の
中
に
あ
る
「
墓
」
の
モ
チ
ー
フ
（ p. 276

）
と
、

サ
ン
ナ
ザ
ー
ロ
の
詩
句
も
指
摘
し
て
い
る

９

。
一
方
で
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
を
、

当
時
、
ロ
ー
マ
の
、
コ
ル
シ
ー
ニ
画
廊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、ET

 IN
 A

RCA
D

IA
 EGO

と

い
う
記
銘
を
持
つ
、
イ
タ
リ
ア
十
七
世
紀
の
画
家
の
作
品
を
引
用
し
、
プ
ッ
サ
ン
へ
の
影
響
を
指

摘
（ p. 274

）
し
て
い
る
。

　

五
年
後
の
一
九
三
〇
年
刊
に
は
、
作
品
に
書
き
込
ま
れ
た
記
銘
に
着
目
し
た
、
ヴ
ァ
イ
ス
バ
ッ

ハ
10

の
ド
イ
ツ
語
論
文
（1930 W

EISBA
CH

）
が
刊
行
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
人
研
究
者
ら
し
く
、

プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
に
ま
つ
わ
る
、
シ
ラ
ー
、
ゲ
ー
テ
、
ニ
ー
チ
ェ
の
言
及
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
の
第
一
作
（
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
を
図

示
（A

bb.1

）
し
、
一
方
で
、
ル
モ
ワ
ニ
エ
が
指
摘
し
た
イ
タ
リ
ア
画
家
を
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
で

あ
る
と
し

11

、
図
版
（A

bb.2

）
も
掲
載
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
に
よ
る
比
較
論
の

影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
両
者
の
比
較
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
タ
リ

ア
の
版
画
家
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
作
品
を
引
用
し
、
図
示
を
行
っ
て
い
る
。

Ｂ
―
２　
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
「
死
」
の
主
題
に
関
す
る
、
西
洋
近
世
図
像
に
つい
て
の
先
行
研
究

　

現
代
で
は
、西
洋
近
世
の
寓
意
図
像
学
を
調
べ
る
際
に
は
、先
ず
、リ
ー
パ
著
『
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
』

を
参
照
す
る
。
復
刻
版
が
多
く
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
六
年
以
前
に

は
、
ま
だ
復
刻
版
は
存
在
せ
ず
、
調
査
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
書
を
手
元
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
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か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
た
環
境
下
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
そ
の
初
版
で
あ
る
一
五
九
三
年

版
を
引
用
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
瞑
想M

editazione della M
orte

」
を
引
用
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
Ｅ
・
マ
ー
ル
が
、
雑
誌
『
両
世
界
評
論
』
で
紹
介
し
た
、
リ
ー
パ
の
著
作
に
つ

い
て
の
記
述
（M

A
LE, T

rente

）
を
参
照
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
に
、
マ
ン
ド
ウ

ス
キ
ー
が
完
成
し
た
博
士
論
文
を
引
用
し
て
い
る
（p.235; n.1

）12

。
こ
の
論
文
が
完
成
し
た
こ

と
が
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
を
触
発
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

　

一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
図
像
学
の
分
野
で
進
ん
で
い
た
「
死
」
の
図
像
論
が
、
こ
の
論
文
に
大

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
キ
ュ
ン
ス
ト
ル
が
、
一
九
〇
八
年
に
刊
行
し
て
い
た
「
三
人
の
死
者

と
三
人
の
生
者
の
伝
説
」
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
あ
る
（K

Ü
N

ST
LE, 1908 

）13

。
本
書
の
中

に
は
、
図
像
論
と
し
て
は
、「
三
人
の
死
者
と
三
人
の
生
者
の
伝
説
」
と
「
死
の
舞
踏
」
を
テ
ー

マ
に
、
ホ
ル
バ
イ
ン
の
作
例
を
初
め
と
し
た
、
十
五
世
紀
の
図
像
の
傾
向
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
文
献
、
イ
タ
リ
ア
語
文
献
も
駆
使
し
た
労
作
で
あ
る
。
中
に
は
、「
死
の
舞
踏
」
を

描
く
十
点
ほ
ど
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
と
プ
ッ
サ
ン

の
作
例
の
中
の
「
髑
髏
」
の
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
て
分
析
す
る
際
の
基
本
文
献
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る

14

。

Ｃ　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
の
新
知
見
は
何
か

Ｃ
―
１　

同
主
題
の
作
品
と
の
比
較
記
述

　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
を
描

く
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作
例
、
そ
し
て
、
プ
ッ
サ
ン
の
二
点
の
作
例
の
比
較
記
述
に
力
を
注
い
だ

（p.236

）。
同
一
主
題
と
い
う
こ
と
で
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作
品
で
は
、
髑
髏
を
発
見
し
た
羊
飼

い
た
ち
が
驚
い
た
様
子
で
描
か
れ
、プ
ッ
サ
ン
の
第
一
作
例
で
は
、あ
る
部
分
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
第
二
作
で
は
、
驚
き
が
瞑
想
の
テ
ー
マ
へ
と
変
化
し
て
い
る
違
い
を
記
述
し

て
い
る

15

。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
図
像
解
釈
の
出
発
点
に
、
作
品
の
丁
寧
な
記
述
と
比

較
論
が
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
分
析
に
普
遍
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
根

拠
が
こ
の
事
実
に
あ
る
と
い
え
る
。

Ｃ
―
２　

作
家
の
間
の
影
響
論
の
た
め
の
歴
史
的
・
地
理
的
な
必
然
性
の
確
認

　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
一
九
三
六
年
論
文
に
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
の
制
作
過
程
に
つ
い

て
の
議
論
は
な
く
、
論
旨
は
そ
こ
に
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
図
１
～
３
に
提
示
し
た
作
品
を

論
じ
る
過
程
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
丁
寧
な
歴
史
的
な
考
証
を
怠
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
比
較
が
何
の
た
め
の
比
較
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
慎
重
に
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
１
は
、
画
家
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
が
、
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
、
一
六
二
三
年
に
生

地
で
あ
る
チ
ェ
ン
ト
に
帰
る
前
、
す
な
わ
ち
、
一
六
二
三
年
以
前
に
描
か
れ
た
と
推
定
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
プ
ッ
サ
ン
が
パ
リ
か
ら
ロ
ー
マ
に
や
っ
て
く
る
の
が
一
六
二
四
年
で
あ
り
、
こ
の

遅
れ
て
来
た
、
フ
ラ
ン
ス
を
出
自
と
す
る
画
家
が
、
ロ
ー
マ
の
地
で
図
１
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
図
３
の
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
第
二
作
は
、
一
六
三
〇

～
三
五
年
頃
、
や
は
り
ロ
ー
マ
で
描
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
題
が
同
じ
だ
と
い
う

こ
と
は
、
必
ず
し
も
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
歴
史
的
・
地
理

的
な
必
然
性
が
あ
る
べ
き
で
、
こ
の
点
、
ル
モ
ニ
エ
以
来
の
定
説
と
な
っ
て
い
た
見
解
を
丁
寧
に

継
承
し
つ
つ
、
自
分
の
新
し
い
問
題
提
起
の
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

Ｃ
―
３　

E
T IN

 A
R

C
A

D
IA

 E
G

O
 

と
い
う
記
銘
を
書
き
込
ん
だ
作
品
に
、
二
つ
の
類
型
が
あ

る
こ
と
を
発
見
す
る

　

こ
の
論
文
に
関
し
て
指
摘
し
た
い
第
三
点
が
、
記
銘 Et in A

rcadia Ego

に
つ
い
て
の
、

ラ
テ
ン
語
文
法
か
ら
の
議
論
で
あ
る
。
該
博
な
西
洋
古
典
語
の
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
論
証
で
あ

り
、
プ
ッ
サ
ン
研
究
の
世
界
で
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
議
論
に
入
る
前
に
、
若
干
、
個
人
的
な
体
験
を
踏
ま
え
て
、
関
連
図
版
収
集
の
方
法
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

Ｃ
―
３
―
１　

ど
の
よ
う
に
比
較
す
る
作
品
と
図
版
を
発
見
し
た
の
か
・
・
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研

究
所
図
書
館
の
写
真
資
料
室
収
蔵
資
料
か
ら

　

す
で
に
指
摘
し
て
あ
る
よ
う
に
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作
例
、
そ
し
て
、
プ
ッ
サ
ン
自
身
の
《
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
》
の
作
例
と
の
比
較
分
析
は
、
ル
モ
ニ
エ
と
ヴ
ァ
イ
ス
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
た
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
そ
う
し
た
先
行
研
究
か
ら
、
作
品
比
較
論
の
骨
格
を
受
け
継
い
だ
に
過

ぎ
な
い
。
こ
こ
で
、
個
人
的
に
行
っ
た
、
い
わ
ば
検
証
の
経
験
を
記
す
と
、
論
者
は
、
一
九
九
〇
年

（43）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



前
後
に
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
に
赴
き
、
そ
こ
に
あ
る
図
像
研
究
の
た
め
の
フ
ァ
イ
ル
・
ボ
ッ
ク

ス
を
開
き
、A

rcadia

と
い
う
言
葉
で
分
類
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る

16

。
時

代
が
か
っ
た
、
多
く
は
古
め
か
し
い
紙
焼
き
写
真
を
台
紙
に
貼
り
付
け
た
そ
の
資
料
群
に
は
、
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
が
一
九
三
六
年
の
論
文
に
挿
図
と
し
て
使
っ
た
も
の
と
同
じ
も
の
が
収
蔵
さ
れ
て
い

た
。
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク（
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
）文
庫
が
ロ
ン
ド
ン
に
移
転
す
る
一
九
三
三
年
以
前
に
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
で
学
ん
で
い
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
そ
れ
ら
を
閲
覧
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

十
分
に
想
定
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
図
像
学
研
究
で
は
ご
く
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
の
論
文
が
刊
行
さ
れ
る
四
年
前
に
出
さ
れ
た
、
ス
テ
ホ
ウ
に
よ
る
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》

論
（ST

ECH
O

W

）
の
た
め
の
挿
図
に
つ
い
て
も
、
検
証
の
結
果
、
ほ
ぼ
同
じ
写
真
図
版
の
存

在
が
認
め
ら
れ
た
が

17

、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
論
を
考
え
る
上
で
は
、
確
認
し
て
お
く
価
値
は

あ
る
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
―
３
―
２　

台
紙
に
貼
ら
れ
た
写
真
図
版
群
の
中
か
ら
、
何
を
模
範
に
し
、
ど
の
よ
う
に
集
め
、

並
べ
、
そ
し
て
選
択
し
た
の
か
・
・
・
類
型
分
析
の
た
め
の
手
作
業

　

既
に
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、一
九
三
六
年
論
文
を
準
備
し
て
い
る
際
に
、

そ
の
机
上
に
あ
っ
て
、
類
型
分
析
の
た
め
に
し
ば
し
ば
参
照
し
た
も
の
に
二
点
の
図
書
が
あ
る
。

一
点
が
、一
九
〇
八
年
刊
行
の
、キ
ュ
ン
ス
ト
ル
の
著
作
『
三
人
の
死
者
と
三
人
の
生
者
の
伝
説
』

（K
Ü

N
ST

LE, 1908

）
と
、
一
九
三
二
年
刊
行
の
ス
テ
ホ
ウ
の
既
出
の
著
作
（ST

ECH
O

W

）

で
あ
る
。

　

前
者
に
は
、
同
一
主
題
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
西
洋
の
十
五
世
紀
に
お
け
る
絵
画
と
版
画
を
中

心
に
、「
三
人
の
死
者
と
三
人
の
生
者
」
を
描
く
作
例
が
四
点
ほ
ど
、「
死
の
舞
踏
」
が
六
点
図
示

さ
れ
、
比
較
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
図
示
を
繰
り
返
し
て
歴
史
的
な
展
開

を
論
じ
て
い
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
、
類
型
に
分
け
て
分
析
す
る
と
い
う
視
覚
的
な
配
慮
は
認
め

ら
れ
な
い
。

　

一
九
三
二
年
刊
行
の
、ス
テ
ホ
ウ
の
、《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》論（ST

ECH
O

W

）で
は
、こ
れ
も
、

神
話
主
題
に
お
け
る
同
一
主
題
の
作
例
を
多
数
集
め
、
現
在
で
も
基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
西
洋
十
五
世
紀
か
ら
、
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
、
プ
ッ
サ
ン
や
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の

作
例
も
含
め
た
六
五
点
を
掲
載
し
、
キ
ュ
ン
ス
ト
ル
に
比
べ
、
図
版
の
収
集
に
多
く
の
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
、
中
世
以
降
の
挿
絵
や
絵
画
つ
い
て
、
ア
ポ
ロ
が
ダ
フ
ネ

を
追
い
か
け
て
、
ダ
フ
ネ
が
樹
に
変
身
す
る
、
と
い
う
同
一
場
面
に
絞
っ
て
み
る
と
、
五
八
点
の

図
示
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
、
時
代
の
進
展
に
従
っ
た
記
述
を
行
い
、
先
行
研
究
を
丹
念
に

引
用
し
な
が
ら
、個
々
の
作
例
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。後
半
で
は
、テ
キ
ス
ト
論
を
扱
い
、オ
ウ
ィ

デ
ィ
ウ
ス
が
書
い
た
文
学
上
の
典
拠
、
ベ
ロ
ー
リ
の
関
連
テ
キ
ス
ト
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
の
大
著
で
は
な
い
本
研
究
が
、
現
在
で
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
理
由
は
、
丁
寧
な
記
述

と
基
礎
的
で
確
実
な
情
報
の
質
に
あ
る
。
見
事
に
掲
載
さ
れ
た
六
五
点
の
図
版
、
同
一
主
題
を
前

提
に
集
め
、
そ
れ
ら
を
、T

ype

と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
使
用
し
な
が
ら
整
理
を
し
て
い
る

18

。
し

か
し
な
が
ら
、
全
般
は
、《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
の
図
像
展
開
の
概
説
と
も
呼
べ
る
研
究
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、引
用
さ
れ
て
い
る
プ
ッ
サ
ン
が
描
い
た
四
点
の
作
例
と
そ
の
周
辺
の
作
例
な
ど
で
は
、

造
形
上
の
差
異
に
注
意
を
集
中
し
て
類
型
分
析
を
行
っ
た
、
と
い
う
意
図
は
相
対
的
に
希
薄
で
あ

る
（
木
村
、
二
〇
〇
八
）。

　

そ
の
四
年
後
に
刊
行
さ
れ
る
の
が
、
本
論
の
核
心
で
あ
る
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
一
九
三
六
年
論

文
（
図
５
～
９
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
十
六
点
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
第

Ⅰ
章
に
引
用
さ
れ
る
の
が
、
お
よ
そ
八
点
（Fig.1-8

）
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
第
Ⅰ
章
に
使
わ
れ

た
図
版
の
選
定
過
程
を
考
え
た
い
。

　

現
在
の
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
の
写
真
資
料
室
は
、
広
々
と
し
た
大
部
屋
で
あ
り
、
累

積
し
た
イ
メ
ー
ジ
資
料
群
か
ら
知
性
が
自
由
に
は
ば
た
く
、
さ
な
が
ら
一
つ
の
天
国
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
以
前
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
文
庫
の
中
で
の
空
間
の
様
子
は
、
想
像
す
る
し
か
方
法
は
な

い
。
し
か
し
、
論
者
の
推
測
で
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
調
査
の
初
期
段
階
で
は
、
目
の
前
に
は
、

Et in A
rcadia ego

と
い
う
記
銘
を
持
つ
墓
碑
や
墓
を
描
く
作
品
、
あ
る
い
は
、A

rcadia

と

い
う
概
念
で
説
明
で
き
る
作
品
、
あ
る
い
は
、
髑
髏
を
描
き
込
ん
だ
作
品
等
が
集
め
ら
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
研
究
所
に
あ
る
フ
ァ
イ
ル
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
そ
う
し
た
作
業
を
可

能
に
さ
せ
る
図
像
上
の
検
索
項
目
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
写
真
を
台

紙
に
貼
っ
た
も
の
が
、机
の
上
に
並
べ
ら
れ
、そ
れ
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
空
想
は
、
論
者
自
身
が
、
プ
ッ
サ
ン
研
究
の
た
め
に
、
一
九
七
七
年
に
、
初
め
て
研
究
所

図
書
館
を
訪
問
し
て
以
来
、
二
階
の
写
真
室
に
机
を
構
え
て
い
た
、
図
像
学
の
世
界
的
な
権
威
で

あ
る
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士

19

、
マ
ク
グ
ラ
ー
ス
女
史

20

そ
し
て
、
テ
イ
ラ
ー P. T

aylor

氏
か
ら
、
し
ば
し
ば
示
唆
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
作
業
に
い
そ
し
ん
で
き
た
経
験
に
基
づ
い

て
い
る
。

　

第
二
段
階
を
考
え
た
い
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
集
ま
っ
た
図
版
の
中
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
の
二
作

品
を
念
頭
に
、「
墓
」
の
前
に
た
た
ず
む
人
物
た
ち
、
と
い
う
「
形
」
を
判
断
基
準
で
選
び
出
し

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
も
そ
れ
な
り
の
数
が
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
の
作
業
が
、
そ
れ
ら
を
二
つ
、
あ
る
い
は
、
三
つ
に
分
類
す
る
作
業
で
あ
る
。
何
を
分
類

の
基
準
に
す
る
べ
き
か
、
最
も
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、「
比
較
」
と
い
う
知
的
作
業
は
、

日本大学芸術学部紀要　2016（44）



常
に
何
か
を
発
生
さ
せ
る
力
を
普
遍
的
に
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
た
た
き
台
に
な
っ
た
も
の
が
、
既
に
引
用
し
た
ス
テ
ホ
ウ
が
刊
行
し
て
い
た
『
ア
ポ
ロ

と
ダ
フ
ネ
』
論
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
墓
の
周
辺
に
「
髑
髏
」

が
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
と
い
う
違
い
に
着
目
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
図
１
～
４
に
示
し
た

も
の
は
、
論
者
の
推
測
で
絞
り
込
ん
だ
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
脳
裏
に
強
く

残
っ
た
四
点
の
図
版
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
論
文
全
体
で
、
十
六
点
に
拡
張
す
る
使
用
図
版
の
中

で
、
第
Ⅰ
章
で
、
論
旨
を
説
明
す
る
た
め
に
中
心
と
な
る
四
点
で
あ
る
。
比
較
論
が
説
得
力
を
持

つ
に
は
、
類
型
の
単
純
化
と
使
用
作
例
の
絞
り
込
み
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
元
の
材
料

を
全
て
網
羅
し
た
類
型
分
析
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
に
向
か
っ

て
い
る
画
家
プ
ッ
サ
ン
の
眼
を
十
分
に
想
定
し
た
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
判
断
に
基
づ
く
分
類
が

行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
が
、
論
文
（p.224

）
で
、「
類
型
史
」（H
isory of 

T
ypes

）
と
い
う
英
語
を
使
っ
て
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
の
、
作
業
上
の
過
程
で
あ
る

21

。

Ｃ
―
３
―
３　

ベ
ロ
ー
リ
と
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
記
述
の
違
い
の
発
見
と
分
析

　

次
に
、
以
上
の
よ
う
に
絞
ら
れ
た
点
数
の
作
品
に
つ
い
て
の
個
別
調
査
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
一
六
七
二
年
の
ベ
ロ
ー
リ
の
文
献
、
続
い
て
、
一
六
八
五
年
の
フ
ェ
リ

ビ
ア
ン
の
文
献
に
書
か
れ
た
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
所
蔵
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
第
二
作
の
図
３
に
つ

い
て
の
記
述
を
丹
念
に
読
ん
で
行
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
内
容
か
ら
、
イ
タ
リ

ア
語
の
時
制
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
時
制
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
ベ
ロ
ー
リ
の
イ
タ
リ
ア
語
テ
キ
ス
ト
で
は
、

　

« Et in A
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と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
卓
見
で
あ
る
。
こ
の
着
眼
点
か
ら
の
論
点
を
要

約
す
れ
ば
、
ベ
ロ
ー
リ
は
、「
髑
髏
」
を
描
き
込
ん
で
い
る
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
作
例
（
図
１
）
以

来
の
解
釈
を
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
髑
髏
は
中
世
以
来
の
「
死
」
の
擬
人
像
の
伝
統
に
あ

る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、死
そ
の
も
の
（D

eath　

in person, D
eath him

self

）
が
、

ラ
テ
ン
語
の
記
銘Et in A

rcadia ego

の
主
語
で
あ
る
と
解
釈
し
、「
死
」と
い
う
抽
象
観
念
が
、

現
在
も
こ
こ
に
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
に
続
く
修
飾
節
に
は
、si trova

と
い
う
現
在
形
が
使
わ

れ
て
い
る
、
と
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
が
書
い
た
プ
ッ
サ
ン
の
伝
記
に
お
け
る
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

« celui qui est dans cette sépulture a vécu en A
rcadie »
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こ
こ
で
は
、「
こ
の
墓
の
中
の
人
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
生
き
て
い
た
（a vécu

）
と
い
う
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
直
説
法
過
去
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

ベ
ロ
ー
リ
の
イ
タ
リ
ア
語
に
は
「
現
在
形
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
「
過
去

形
」で
あ
る
、と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
、と
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
場
合
、Et in A

rcadia ego

の
主
語
は
、
埋
葬
さ
れ
た
人
物
だ
と
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
解
釈

し
た
。
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
こ
の
誤
解
は
、
図
１
、２
に
共
通
し
た
、
メ
メ
ン
ト
・
モ
ー
リ
を
意
識

し
た
中
世
的
な
伝
統
で
あ
る
「
髑
髏
」
が
消
し
去
ら
れ
、
一
方
で
は
、
登
場
し
て
い
る
羊
飼
い
た

ち
の
仕
草
が
示
す
瞑
想
的
雰
囲
気
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ェ
リ

ビ
ア
ン
の
犯
し
た
こ
の
「
美
し
き
誤
解
」
は
、
図
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
そ
の
後
の
作
例
に
も
引

き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、と
さ
れ
る

24

。Et in A
rcadia ego

を
解
釈
し
た
、パ
ノ
フ
ス
キ
ー

の
論
旨
の
本
質
的
な
部
分
だ
け
を
要
約
し
た
が
、
こ
れ
以
上
詳
述
す
る
こ
と
は
、
本
論
の
目
的
か

ら
は
離
れ
る
の
で
避
け
た
い
と
思
う
。

Ｃ
―
３
―
４　
　

十
八
世
紀
以
降
に
お
け
る
受
容

　

も
う
一
点
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
以
上
の
分
析
上
の
論
点
を
核
に
し
た
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
例
図

４
の
、
西
洋
十
八
世
紀
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
方
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
批
評
史
を
論
じ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
論
文
で
は
、
最
初
の
頁
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
七
六
九
年
に
書
か
れ
た
、Et in 

A
rcadia Ego

の
記
銘
に
関
す
る
作
家
、Ｊ
・Ｇ
・
ジ
ャ
コ
ビ
ー
の
『
冬
の
旅
』
と
、ゲ
ー
テ
の
『
イ

タ
リ
ア
紀
行
』
に
お
け
る
引
用
例
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
Ｊ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
引
用
例
が
指
摘
さ
れ

て
、
論
文
の
導
入
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
図
３
に
関
し
て
ピ
カ
ー
ル
が
版
刻
し
た
複
製
版
画

25

等

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
知
識
人
の
知
的
関
心
を
広
く
引
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、よ
う
や
く
、パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
当
該
論
文
の
第
Ⅱ
章
の
分
析
に
入
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
論
点
が
一
気
に
広
が
り
、
画
家
プ
ッ
サ
ン
の
人
生
観
に
つ
い
て
の
議
論
が

展
開
し
、
第
Ⅰ
章
の
傍
証
を
行
う
こ
と
と
な
る
。《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
に
見
ら
れ
る
、「
幸
福
の
瞬

間
に
す
ら
介
在
す
死
」
と
い
う
主
題
は
、
人
生
の
運
命
の
あ
り
よ
う
を
描
く
プ
ッ
サ
ン
の
他
の
諸

作
品
、
あ
る
い
は
、
プ
ッ
サ
ン
が
し
ば
し
ば
描
い
た
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
の
主

題
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ッ
サ
ン
の
「
人
生
観
」
を
論
じ
る
こ

と
が
主
眼
に
な
る
こ
と
で
、学
術
的
な
方
法
論
上
の
手
続
き
に
は
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。

（45）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



Ｃ
―
４　
　

プ
ッ
サ
ン
の
他
の
作
品
《
人
生
の
踊
り
》、《
フ
ロ
ー
ラ
の
王
国
》、《
フ
ァ
エ
ト
ン
に

凱
旋
車
を
与
え
る
ア
ポ
ロ
》
の
引
用
と
分
析

　

先
ず
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ォ
ー
レ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
、
プ
ッ
サ
ン
の
寓
意
画
、《
人
生

の
踊
り
》
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ベ
ロ
ー
リ
の
記
述
を
引
用
し
、
そ
こ
に
、
リ
ー
パ
著
『
イ
コ
ノ

ロ
ギ
ア
』
の
記
述
を
挿
入
し
な
が
ら
論
じ
、
マ
ー
ル
や
マ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー
の
論
考
で
補
完
し
て
い

る
。

　

次
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
館
（
一
九
三
六
年
で
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
皇
帝
美
術
館
）
所

蔵
の
神
話
画
《
フ
ァ
エ
ト
ン
に
凱
旋
車
を
与
え
る
ア
ポ
ロ
》
を
、
そ
し
て
、
ド
レ
ス
デ
ン
国
立
絵

画
館
所
蔵
《
フ
ロ
ー
ラ
の
王
国
》
を
論
じ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ト
フ
の
記
述
を
参
考
に
し
て
書
か
れ

て
い
る
が
、オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
に
従
っ
た
、登
場
人
物
の
特
定
論
で
あ
る
。《
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
》
の
二
作
の
間
の
様
式
の
違
い
を
論
じ
た
際
に
認
め
ら
れ
た
、
客
観
性
の
あ
る
方
法

は
省
か
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
提
示
し
た
作
品
に
つ
い
て
も
、
収
蔵
美
術
館
名
だ
け
が
書
か

れ
、
個
別
情
報
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、《
人
生
の
踊
り
》
を
論
じ
て
も
、
リ
ー
パ
の
著
作
の
ど
の
版
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
記

述
も
認
め
ら
れ
な
い
。
更
に
、
第
Ⅰ
章
で
は
詳
し
く
調
査
し
て
い
た
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
先

行
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
考
証
の
方
法
に
荒
さ
が
目
立
つ
と
い
え
る
。

Ｃ
―
５　

ワ
ト
ー
論　

　

第
Ⅲ
章
が
、
ワ
ト
ー
論
で
あ
る
。
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
例
に
描
き
込
ま
れ
た

「
墓
」
の
モ
チ
ー
フ
が
、幸
福
と
人
間
の
運
命
の
テ
ー
マ
を
描
い
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、ワ
ト
ー

作
で
ウ
ォ
ー
レ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
《
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
》
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
描
き

込
ま
れ
た
、
ロ
ー
マ
風
彫
刻
モ
チ
ー
フ
に
言
及
し
、
フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
に
お
け
る
、
ロ
マ
ン
主

義
的
な
幸
福
と
衰
退
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。
論
文
の
副
題
に
あ
る
、
人
生
に
お
け
る
「
移
ろ

い
」transience

の
議
論
を
締
め
く
く
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
は
、
第
Ⅱ
章
と

同
じ
で
あ
る
。
脚
註
の
情
報
量
も
落
ち
、
概
念
的
で
あ
り
、
第
Ⅰ
章
の
持
つ
知
的
な
緊
迫
感
と
論

理
性
に
は
乏
し
い
。

Ｄ　

一
九
三
六
年
版
と
一
九
五
五
年
版
の
違
い
・
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
改
訂
し

た
根
拠
は
何
か
・
・
・
草
稿
と
し
て
の
一
九
三
六
年
版

　

一
九
三
六
年
論
文
は
、
そ
の
後
、
十
九
年
を
経
て
、
著
者
が
六
三
歳
に
達
し
た
一
九
五
五
年
に

大
幅
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
出
版
社
で
あ
る
ダ
ブ
ル
デ
イ
か
ら
『
視
覚
芸
術
の

意
味
』
と
い
う
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
単
行
本
（
図
10
～
12
）
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
に
再
録
さ

れ
た
。
む
し
ろ
、美
術
史
の
世
界
で
は
こ
の
一
九
五
五
年
版
の
方
が
知
名
度
は
高
い
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
両
者
の
間
に
あ
る
方
法
論
上
の
違
い
に
着
目
し
た
い
と
思
う
。
さ
な
が
ら
学
問
上
の
「
準
備

素
描
」
か
ら
「
完
成
作
」
へ
の
変
化
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
工
夫
と
進
化
を
、

特
に
、
類
型
分
析
の
方
法
と
歴
史
主
義
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
い
と
思
う
。

　
Ｄ
―
１　

図
版
レ
イ
ア
ウ
ト
に
認
め
ら
れ
る
違
い
・
・
・
比
較
記
述
へ
の
こ
だ
わ
り

　

具
体
的
な
比
較
検
討
に
入
る
前
に
、
一
九
三
六
年
論
文
で
掲
載
さ
れ
た
図
版
（
図
６
～
９
）
の

レ
イ
ア
ウ
ト
と
、
一
九
五
五
年
論
文
の
図
版
（
図
11
～
12
）
の
違
い
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
九
三
六
年
論
文
で
は
、
図
６
か
ら
図
８
に
展
開
す
る
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
》
の
二
作
と
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
の
制
作
年
代
を
遡
行
す
る
よ
う
に

配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
ホ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
の
《
虚
栄
》
が
お
か
れ
、
コ
ル
ベ
の
作
例
は

更
に
そ
の
後
で
あ
る
。
図
６
の
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
所
蔵
作
品
に
注
意
が
集
中
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が
、
歴
史
の
展
開
を
考
え
る
と
、
腑
に
落
ち
な
い
図
版
の
提
示
で
あ
る
。
一
方

で
、一
九
五
五
年
論
文
で
は
、こ
の
点
に
明
確
な
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
制
作
年
順
を
尊
重
し
、

Fig. 90-94

ま
で
が
、
論
旨
の
展
開
に
沿
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
11
（Fig. 90, 91

）

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、見
開
き
の
左
右
の
頁
に
、グ
エ
ル
チ
ー
ノ
と
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
並
べ
、

比
較
記
述
を
読
者
が
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
図
12
に
あ
る Fig. 92

～

94
に
も
、
同
じ
配
慮
が
確
認
で
き
る
と
い
え
る
。
こ
の
図
版
の
配
置
に
は
、
編
集
者
の
レ
イ
ア

ウ
ト
感
覚
が
反
映
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
著
者
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
改
訂
の
意
図
が
明
確
に

読
み
取
れ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較
記
述
に
基
づ
く
図
版
の
提
示
が
断
然
重
要
に
な
り
、

類
型
分
析
の
核
心
部
分
を
、
こ
れ
ら
のFig.90-94

で
、
説
得
し
よ
う
と
心
が
け
た
わ
け
で
あ
る
。
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Ｄ
―
２　

論
点
を
、E

t in A
rcadia ego

の
解
釈
を
中
心
と
し
た
議
論
に
絞
り
込
む
こ
と
で
、

研
究
テ
ー
マ
の
広
が
り
過
ぎ
た
曖
昧
さ
を
削
除

　

先
ず
、
最
も
大
き
な
削
除
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
一
九
三
六
年
論
文
で
、
第
Ⅰ
章
で
扱
っ
た

主
題
だ
け
に
絞
り
込
み
、
Ⅱ
章
以
降
を
、
ほ
ぼ
削
除
し
た
点
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

作
品
に
表
れ
た
画
家
プ
ッ
サ
ン
の
人
生
観
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
と
、
十
八
世
紀
の
ワ
ト
ー
論
も

そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
前
論
文
で
は
、二
四
〇
～
二
五
二
頁
を
占
め
て
い
た
長
い
論
述
の
部
分
を
、

大
胆
に
削
除
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
恐
ら
く
、「
人
生
と
そ
の
運
命
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
、
画
家

の
人
生
観
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
結
論
部
を
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
章
が
、
か
え
っ
て
冗
漫
に
な

り
、
Ⅰ
章
が
持
つ
、
高
い
説
得
力
と
知
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
削
ぐ
結
果
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
五
年
論
文
で
は
、Et in A

rcadia ego

と
い
う
ラ
テ
ン
語
解
釈
を
基

軸
に
し
た
論
理
展
開
と
、
図
像
解
釈
学
の
成
果
と
し
て
の
知
見
が
明
瞭
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

Ｄ
―
３　

類
型
分
析
が
成
立
す
る
た
め
の
視
覚
上
の
論
理
構
成
を
、
単
純
な
対
立
概
念
に
絞
り
込

ん
で
整
理

　

一
九
三
六
年
論
文
で
は
、「
類
型
史
」H

istory of types

（p. 224
） 

と
い
う
単
語
が
、
論
文

の
導
入
部
に
明
確
に
使
わ
れ
て
い
て
、
第
Ⅰ
章
に
お
け
る
テ
ー
マ
設
定
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
こ
に
は
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
ワ
ト
ー
の
自
画
像
ま
で
含
め
た
計
十
六
点
の
図

版
を
掲
載
し
て
い
る
。
論
者
の
見
解
で
は
、
既
に
記
し
た
よ
う
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、Et in 

A
rcadia ego

の
記
銘
を
持
っ
た
図
版
を
収
集
し
た
際
の
念
頭
に
は
、
本
論
文
で
図
１
～
４
に
示

し
た
、二
つ
の
表
現
形
式
上
の
類
別
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
単
純
化
す
る
こ
と
で
、

Ａ　

石
棺
に
髑
髏
が
描
き
込
ま
れ
た
作
例
、
Ｂ　

石
棺
に
髑
髏
が
描
か
れ
て
い
な
い
作
例
、
と
の

対
立
の
論
理
を
思
い
描
い
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
何
故
か
、
と
い
う
問
題
設
定
を
行
う

こ
と
で
調
査
が
進
ん
だ
筈
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
九
三
六
年
論
文
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
第
二
作
（
ル
ー
ヴ
ル
）
を
、
２
２
４
頁
と

２
２
５
頁
に
間
に
大
き
く
掲
載
し
、
一
方
で
は
、
図Fig. 2

～3

を
、
２
３
２
～
２
３
３
頁
の

間
に
挿
入
し
、
し
か
も
そ
の
直
後
に
、Et in A

rcadia ego

と
は
関
わ
り
の
な
い
、
ホ
ン
ト
ホ

ル
ス
ト
の
《
虚
栄
（
ヴ
ァ
ニ
タ
ス
）》
の
作
例
を
同
じ
頁
に
図
示
し
て
い
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の

論
文
の
主
旨
を
正
確
に
は
理
解
し
な
か
っ
た
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
・
プ
レ
ス
社
の
編
集
者
の
判
断
が

作
用
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
単
純
化
し
て
こ
そ
理
解
で
き
る
類
型
比
較
の
論
理
が
曖
昧
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

26

。

　

一
九
五
五
年
論
文
で
は
、
第
Ⅱ
章
以
降
を
削
除
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
ず
、
図
版
数
は
八

点
に
半
減
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
を
描
く
絵
画
の
比
較
論
の
部
分
で
は
、

ホ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
の
作
例
が
削
除
さ
れ
、
図
版
頁
に
あ
る
図
90
か
ら
94
ま
で
に
、
グ
エ
ル
チ
ー
ノ

か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
（
二
点
）
と
、
チ
プ
リ
ア
ー
ニ
と
コ
ル
バ
の
版
画
を
掲
載
し
て
い
る
。
本
論
に

書
か
れ
た
、
Ａ
と
Ｂ
の
類
型
の
違
い
を
指
摘
し
、
提
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
例
の
作
品
記
述
を
読

ま
さ
れ
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
断
然
明
晰
な
図
版
の
配
置
に
整
理
し
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
Ⅳ
章
の
冒
頭
（p. 311

）
か
ら
、
四
頁
を
使
っ
て
こ
れ
ら
の
作
品
の
間
の
精
緻
な
比

較
記
述
が
、
長
文
で
展
開
し
て
い
る
。
読
者
を
最
も
読
ま
せ
る
部
分
で
あ
る
。
画
像
は
そ
れ
が
並

べ
ら
れ
る
場
合
、
画
像
間
の
関
係
と
連
続
が
一
つ
の
論
理
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た

頁
上
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
感
覚
が
、
一
九
五
五
年
論
文
で
成
熟
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、
一
九
三
六
年
論
文
で
は
、
２
３
３
頁
か
ら
始
ま
り
、
２
３
８
頁
前
後

ま
で
継
続
す
る
比
較
論
で
は
、
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て
の
作
品
自
体
の
記
述
に
、
他
の
画
家
名
や
図
像

事
項
を
含
ん
だ
解
釈
が
常
に
介
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
五
五
年
論
文
で
は
、
相
対
的
に
解

釈
の
関
わ
る
文
言
は
抑
制
さ
れ
、
作
品
の
記
述
そ
の
も
の
に
注
力
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
相
違

点
に
は
、
番
号
を
振
り
つ
つ
論
じ
分
け
、
記
述
論
そ
の
も
の
に
も
、
分
析
の
分
節
化
を
試
み
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
読
者
に
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
論
理
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
三
六
年
、
一
九
五
五
年
論
文
双
方
の
場
合
、
読
者
に
と
っ
て
難
度
が
高
い
部
分
は
、
論
文

の
冒
頭
に
あ
る
、
古
典
古
代
の
テ
キ
ス
ト
に
表
れ
て
い
た
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
概
念
の
、

誕
生
か
ら
そ
の
変
質
と
展
開
を
論
じ
る
部
分
で
あ
る
。
古
典
語
に
通
暁
し
た
博
覧
強
記
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
知
性
と
、
そ
の
情
報
量
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
読
み
始
め
る
の
が
こ

の
論
文
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
も
、
材
料
の
調
べ
直
し
、
追
加
、
そ
し
て
、
論
文
の
中
で
の
配
置

に
も
大
胆
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
情
報
量
が
多
い
が
故
に
、
平
易
と
は
言
い
が

た
い
こ
の
論
述
を
理
解
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
本
質
で
あ
る
作
品
間
で
の
明
晰
で
単
純
な
違
い
の
認

識
と
そ
の
類
型
分
析
こ
そ
が
、
重
要
な
の
で
あ
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
改
訂
で
そ
れ
に
成
功
し

て
い
る
。

Ｄ
―
３
―
１　

類
型
分
析
は
、
ど
こ
ま
で
客
観
性
の
あ
る
認
識
を
導
け
る
の
か

　

こ
こ
で
少
し
別
の
視
点
か
ら
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
こ
う
し
た
類
型
分
析
の
持
つ
客
観
性
を
検
証

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
五
年
論
文
で
は
論
理
構
成
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
い

う
の
も
、
使
用
し
て
い
る
図
版
点
数
が
六
点
に
減
り
、
比
較
分
析
が
単
純
化
し
、
主
張
が
わ
か
り

（47）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



や
す
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
六
点
だ
け
と
い
う
わ
ず
か
な
材
料
だ
け
で
、
客
観
性
の
あ
る
美
術
史
的
な
解

釈
と
し
て
、
整
合
性
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
六
年
以
降
の
修
正
作
業
を
認
め
る

に
せ
よ
、
こ
の
六
点
と
は
、
偶
々
入
手
で
き
た
材
料
に
し
か
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
つ
い
て

回
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、た
と
え
ば
、ス
テ
ホ
ウ
（ST

ECH
O

W

）
が
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》

論
で
使
っ
た
よ
う
に
、
六
〇
点
を
超
え
る
作
例
を
提
示
し
、
そ
れ
を
類
別
し
た
な
ら
ば
、
客
観
的

な
議
論
と
し
て
理
解
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
六
点
と
い
う
限
ら
れ
た
数
だ
け
で
そ
れ
が

可
能
だ
ろ
う
か
。

　

同
一
主
題
を
描
く
無
数
の
作
例
が
あ
る
、
た
と
え
ば
、《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
の
場
合
は
、
ス

テ
ホ
ウ
の
よ
う
に
、
時
代
の
経
過
と
表
現
の
変
遷
に
従
っ
た
説
明
を
繰
り
返
す
こ
と
の
方
が
自
然

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
個
々
の
作
例
の
間
の
違
い
は
指
摘
で
き
て
も
、
形
の
視
点
か
ら
、
論
理
的

に
整
序
し
つ
つ
説
明
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
場
合
の
有
効
な
方
法
は
、
研
究
対
象
と
し
た
、
あ
る
画
家
の
あ
る
作
品
を
分
類
の
核

に
設
定
す
る
や
り
か
た
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
論
文
で
は
、
そ
れ
が
、
ロ
ー
マ
、
コ
ル
シ
ー
ニ
画

廊
蔵
所
蔵
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》（
図
１
）
で
あ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
関
心
は
、
こ
の
作
例
の

分
析
に
あ
り
、
図
２
に
描
か
れ
た
石
棺
に
も
髑
髏
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
逆
に
、
石

棺
に
髑
髏
が
描
か
れ
て
い
な
い
作
例
の
存
在
も
判
明
す
る
。こ
う
し
て
、対
立
し
た
二
つ
の
イ
メ
ー

ジ
の
系
列
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ロ
ー
マ
に
、
一
六
二
四
年
以
降
在
住
し
て
い
た
プ
ッ
サ
ン
に
と
っ
て
は
、
古
代
石
棺
（
サ
ル
コ

フ
ァ
グ
ス
）
は
、
町
中
に
あ
る
見
慣
れ
た
事
物
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
て
い
る
無
数
の
古
代
モ
チ
ー

フ
を
対
象
に
し
た
素
描
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
ラ
テ
ン
語
の
記
銘
が
彫
り
込
ま
れ
た
も

の
も
少
な
か
ら
ず
認
知
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、
プ
ッ
サ
ン
が
、
グ
エ
ル
チ
ー

ノ
の
作
例
図
１
を
認
知
し
た
こ
と
の
お
陰
で
、
こ
の
「
石
棺
に
髑
髏
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
問

題
に
留
意
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
し
て
、プ
ッ
サ
ン
は
、
図
３
を
完
成
す
る
ま
で
は
、

石
棺
の
上
に
髑
髏
を
描
き
込
む
こ
と
の
造
形
的
な
功
罪
を
真
剣
に
考
え
込
み
、
少
な
く
と
も
そ
う

し
た
二
つ
の
異
な
っ
た
表
現
が
可
能
だ
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
三
六
年
に
一
度
刊
行
し
、
一
九
五
五
年
に
論
文
の
構
成
を
改
訂
し
た
美
術
史
家
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
の
着
眼
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。言
い
換
え
れ
ば
、こ
の
時
、パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
眼
は
、画
家
プ
ッ

サ
ン
の
眼
に
成
り
代
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
る
絵
画
作
品
を
美
術
史
的
に
分
析
す
る
場
合
、

必
ず
し
も
多
数
の
作
例
の
提
示
が
、
客
観
性
を
保
証
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
九
五
五

年
論
文
が
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
世
界
的
に
読
ま
れ
続
け
て
い
る
根
拠
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

Ｄ
―
４　

歴
史
資
料
の
差
し
替
え
と
補
充

　

改
訂
作
業
で
変
更
を
受
け
た
部
分
を
正
確
に
抽
出
す
る
こ
と
は
、
旧
版
と
の
関
係
に
錯
綜
し
た

部
分
が
あ
り
、
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
わ
か
り
や
す
い
事
実
は
、
一
九
三
六
年
論
文
で
は
、

補
遺A

ppendix

に
簡
単
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
、
ベ
ロ
ー
リ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
調
べ
直

し
が
実
施
さ
れ
、一
九
五
五
年
論
文
で
は
そ
こ
に
手
を
加
え
て
い
る
。
追
加
さ
れ
た
内
容
は
、プ
ッ

サ
ン
作
《
人
生
の
踊
り
》
に
つ
い
て
の
ベ
ロ
ー
リ
の
記
述
に
登
場
す
る
、
人
文
主
義
者
で
芸
術
愛

好
家
で
あ
り
、
詩
人
で
も
あ
っ
た
ロ
ス
ピ
リ
ョ
ー
シG. Rospigliosi

（
後
の
ク
レ
メ
ン
ス
９
世
）

に
つ
い
て
調
査
結
果
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
論
文
で
は
、
第
Ⅲ
章
に
挿
入
さ
れ
、
パ
ス
ト
ー
ル
著

『
教
皇
史
』
等
を
参
照
し
て
詳
し
く
調
べ
な
お
さ
れ
た
成
果
が
、
脚
註
29
に
追
加
さ
れ
て
い
る

27

。

絵
画
の
制
作
を
示
唆
し
、
時
に
依
頼
す
る
側
の
歴
史
的
な
事
情
を
押
さ
え
、
そ
れ
を
追
加
し
た
わ

け
で
あ
る
。
プ
ッ
サ
ン
と
ロ
ス
ピ
リ
ョ
ー
シ
と
の
関
係
を
論
じ
る
に
は
、
説
得
力
の
あ
る
重
要
な

調
査
結
果
と
な
っ
た

28

。

　
Ｄ
―
５　

文
献
の
一
次
資
料
の
再
調
査
と
差
し
替
え

 

一
九
五
五
年
論
文
で
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
に
は
、
美
術
批
評
史
上
の
基
礎
文
献
の
扱
い

に
つ
い
て
の
、洗
い
直
し
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
三
六
年
論
文
で
は
、パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、ベ
ロ
ー

リ
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
一
八
二
一
年
と
い
う
十
九
世
紀
に
出
さ
れ
た
版
を
使
用
し
て
い
た
が
、

一
九
五
五
年
論
文
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
、
一
六
七
二
年
版
を
参
照
し
直
し
て
い

る
（note.29

）。 

ベ
ロ
ー
リ
を
引
用
す
る
場
合
、
一
九
五
五
年
以
前
に
は
復
刻
版
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
一
六
七
二
年
版
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
書
を
ど
こ
か
で
確
認
し
た
模
様
で
あ

る
。si trova 

と
い
う
イ
タ
リ
ア
語
の
表
現
が
現
在
形
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
議
論
を

組
み
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
上
の
根
拠
を
十
九
世
紀
の
版
に
求
め
る
、
と
い
う
手
続
き

は
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
一
次
資
料
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
批
評
史
研
究
の
場
合
の
鉄
則

で
あ
り
、
一
九
三
六
年
論
文
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
批
判
が
生
じ
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
改
訂
版
で
は
、
確
実
に
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る

29

。

Ｅ　

結
論

  

本
稿
の
結
論
と
し
て
、
改
訂
作
業
の
分
析
か
ら
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
論
の
進
化
を
確
認
で

き
た
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
先
ず
、
類
型
分
析
へ
の
こ
だ
わ
り
と
そ
の
方
法
の
論
理
的
な
進
化
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を
指
摘
で
き
る
。
次
に
、
歴
史
的
な
文
献
考
証
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
一
九
三
六
年
論
文
に
お

い
て
は
、
二
次
資
料
に
も
と
づ
い
て
議
論
を
構
築
す
る
と
い
う
や
や
安
易
な
方
法
が
、
一
九
五
五

年
論
文
で
は
、
同
時
代
資
料
主
義
に
変
わ
っ
て
い
る
。
二
次
資
料
か
ら
の
憶
測
の
方
法
か
ら
、
可

能
な
範
囲
で
離
れ
、
歴
史
実
証
主
義
的
な
厳
密
さ
を
尊
重
す
る
方
法
へ
と
進
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
九
五
五
年
論
文
が
、
プ
ッ
サ
ン
研
究
の
み
な
ら
ず
、
図
像
学
研
究
に
お
け
る
歴
史
的
な
意

味
を
持
っ
た
理
由
の
一
つ
が
、
こ
う
し
た
改
訂
へ
の
努
力
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る

30

。
こ

の
論
文
は
、
英
語
版
に
も
複
数
の
版
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
我
が
国
も
含
む
各
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ

て
、
プ
ッ
サ
ン
研
究
だ
け
で
な
く
、
文
学
と
美
術
史
の
領
域
に
多
く
の
読
者
を
得
た
理
由
が
こ
こ

に
あ
る
。

省
略
記
号

A
B

 : T
he A

rt Bulletin

A
N

D
RESEN

, Poussin, 1863 : A
N

D
RESEN

（A
.

）, N
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erzeichniss 
der nach seinen G

em
älden gefertigten, gleichzeitigen und späteren 

K
upferstiche, 1863,  R. W

eigel

BELLO
RI, V

IT
E

 : BELLO
RI

（G.P.

）, LE V
IT

E D
E' PIT

T
O

RI, SCV
LT

O
RI 

ET
 A

RCH
IT

ET
T

I M
O

D
ERN

I, 1672, RO
M

A
, M

ascardi;

復
刻
版, 1980,Broude 

International.

BLU
N

T
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N
T

（A
.

）, « Poussin's Et in A
rcadia ego », A

B
, 1938, .X

X
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p.96-100

BO
BER　

and RU
BIN

ST
EIN

, H
andbook, 2010 : BO
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（P.

） and RU
BIN

ST
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, Renaissance A
rtists &

 A
ntique  Sculpture, A

 H
andbook of Sources, （1986

）
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. M
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T
RET

IEN
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V
RA
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N
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O
D
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RIS, S.M
arbre-Cram

oisy, etc., 5 vols.; 

復
刻
版 1972, 

M
inkoff, 3 vols. 

｛
な
お
、
邦
訳
は
、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
著
『
古
今
の
最
も
著
名
な
画
家
の
生
涯
と

作
品
に
つ
い
て
の
対
話
』
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
『
対
話
』
と
略
称
す
る
｝

GBA
 : Gazette des Beaux-A

rts

GRA
U

T
O
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U

T
O

FF

（O
.
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vols.
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SK
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P, rev.and  enl.ed.

H
W

P
 : RIT

T
ER

（J.

）

  und GRÜ
N
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N

ER

（K
.
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）, Historisches 
W

orterbuch der Philosophie, 1971-, Schw
abe

木
村
、
二
〇
〇
七
：
木
村
三
郎
『
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
イ
エ
ズ
ス
会
図
像
の
研
究
』
中
央
公
論

美
術
出
版
、
二
〇
〇
七
年

木
村
、二
〇
〇
八
：
拙
論「
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
か
け
て
描
か
れ
た《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》

の
図
像
展
開
に
つ
い
て
・
・
・
・
ル
ー
ベ
ン
ス
と
プ
ッ
サ
ン
の
周
辺
」『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』

二
〇
〇
八
年
、
四
八
号
、
五
五
～
七
二
頁

木
村
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〇
一
六
：
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論
「
プ
ッ
サ
ン
を
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る
デ
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ド
ロ
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・
・
複
製
版
画
か
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サ
ロ
ン
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を
読
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本
大
学
芸
術
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部
紀
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、
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頁

K
Ü
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ST
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ST

LE
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Ü
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題
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題
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ク
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星
と
メ
ラ
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・・・
自
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史
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け
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研
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』
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九
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年
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中
英
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尾
崎
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K
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W
EN

D
LA

N
D

 : W
EN

D
LA

N
D

（U
.

）, Biographisches H
andbuch deutschsprachiger 

K
unsthistoriker im

 Exil : Leben und W
erk der unter dem

 N
ationalsozialism

us 
verfolgten und vertriebenen W

issenschaftler, 1999, Saur, 2 vols.

W
Ö

LFFLIN
, 1899 : W

Ö
LFFLIN

 

（H
.

）, D
ie klassische K

unst, Eine Einfürung in 
die italianische Renaissance, T

. Bruckm
ann

W
Ö

LFFLIN
, 

（1899

） 1962 : 

ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
（H

.

）『
古
典
美
術
・
・
・
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ

サ
ン
ス
序
説
』
一
九
六
二
年
、
美
術
出
版
社
、
邦
訳
・
守
屋
謙
二

W
Ö

LFFLIN
, （1912

） 1994 : 

ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
（H

.

）「
造
形
芸
術
に
お
け
る
様
式
の
問
題
・・・

一
九
一
一
年
十
二
月
七
日
講
演
」『
芸
術
学
の
根
本
問
題
』
一
九
九
四
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

十
六
～
二
三
頁
、
邦
訳
・
細
井
雄
介

W
Ö

LF
F

LIN
 1915 : W

ölfflin

（H
.

）, K
unstgeschichtliche Grundbegriffe : das 

Problem
 der Stilentw

icklung in der neueren K
unst, 1915, H

. Bruckm
ann,

W
Ö

LFFLIN
 

（1915

） 2000 :

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
『
美
術
史
の
基
礎
概
念 : 

近
世

美
術
に
お
け
る
様
式
発
展
の
問
題
』
二
〇
〇
〇
年
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
邦
訳
・
海
津
忠
雄

☆
本
研
究
は
、
平
成
二
七
年
度
に
お
け
る
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク

美
学
・
文
化
科
学
の
可
能
性
―
―
批
判
的
継
承
か
ら
新
た
な
創
造
へ
」。
並
び
に
、平
成
二
八
年
度
、

芸
術
学
部
共
同
研
究
費
「
ア
ー
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
に
向
け
て
の
研
究
」、
同
一
般
研
究
「
日

欧
と
東
洋
の
１
７
世
紀
に
お
け
る
、
挿
絵
と
絵
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ

ブ
基
礎
研
究
」
に
も
と
づ
く
。

☆
本
学
部
准
教
授
、
須
藤
温
子
氏
、
慶
応
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、
本
学
大
学
院
講
師
で
も
あ

る
前
田
富
士
男
氏
、
同
講
師
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
ゥ
マ
ル
ヌ　

M
arguritte D

EM
A

RN
E

氏
、

に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
気
持
と
し
た
い

註１	　

PA
N

O
FSK

Y

（Erw
in

）
の
生
涯
、
そ
し
て
、
多
く
の
業
績
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
成
果
は
、

下
記
の
参
考
図
書
の
中
の
関
連
項
目
に
、
豊
か
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

	
1996 W

EN
D

LA
N

D
, II, p. 484-497

	
1999 BET

T
H

A
U

SEN

（P.

）, FEIST

（P. H
.

） und FO
RK

（C.

）, M
etzler K

unsthistoriker 
Lexikon, p. 294-299

	
2008 BRED

EN
K

A
M

P

（H
.

）, K
lassiker der K

unstgeschichte, herausgegeben von  
PFIST

ERRER

（U
.

）, II, p.61-75

	

　

ま
た
、
近
年
、
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
し
て
い
る
、
次
の
「
美
術
史
家
事
典
」
か
ら
も
優
れ
た
情
報
が
得
ら

れ
る
。« Panofsky, Erw

in, know
n as "Pan "»

	
 https://dictionaryofarthistorians.org/panofskye.htm

　
　

以
下
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
年
譜
、
業
績
等
に
つ
い
て
は
、W

EN
D

LA
N

D

著
『
ド
イ
ツ
系
美
術
史

家
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
書
か
れ
た
情
報
を
基
本
と
す
る
。
そ
の
業
績
を
、
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。
ど
の
著
作
も
し
ば
し
ば
、
再
版
、
翻
訳
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
初
版
を
特
定
す
る

作
業
も
、
論
者
の
力
を
越
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 	

　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
に
つ
い
て
は

	

（1984

） 1985 H
O

LLY

（M
. A

.

）, « Panofsky and W
ölfflin », Panofsky and the 

Foundations of A
rt H

istory, Cornell U
P, Coll. Cornell Paperbacks, p. 46-68, 201-207

	

一
九
九
三　

小
野
崎
康
裕
「
様
式
の
哲
学
か
ら
図
像
解
釈
学
へ
（
１
）・
・
・E.

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
転

回
点
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』（
川
村
短
期
大
学
）
一
九
九
三
年
、
一
三
号
、
六
七
～
七
八
頁

	

一
九
九
四　

小
野
崎
康
裕
「
様
式
の
哲
学
か
ら
図
像
解
釈
学
へ
（
２
）・
・
・E.

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
転

回
点
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』（
川
村
短
期
大
学
）
一
九
九
四
年
、
一
四
号
、
九
一
～
一
〇
二
頁

	

一
九
九
七　

前
田
富
士
男
「
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
お
け
る
類
型
論
」『
芸
術
学
』
一
九
九
七
年
、
第
一
号
、

四
八
～
五
六

２　

一
九
二
〇
年
代
に
も
、『〈
象
徴
形
式
〉
と
し
て
の
遠
近
法 

』
等
の
労
作
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３	　
一
八
九
九
年
刊
行
の
『
古
典
美
術
』
の
中
で
（W

Ö
LFFLIN

, 1899, p. 80-84 ; 

邦
訳　

W
Ö

LFFLIN
, 

1899, 1962, p. 110-114

）、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
時
代
の
聖
母
像
を
論
じ
る
際
に
、

以
下
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

	
« Es em

pfieht sich, die Bilder m
it gleichem

 T
hem

a zu Entw
icklungsreichen 

zusam
m

enzustellen. O
b die M

adonna ein Buch hält oder einen A
pfel, ob sie im

 
Freien sitzt oder nicht, ist dabei gleichgültig.  N

icht diese stoffl
ichen M

erkm
ale, 

sondern die  form
alen m

üssen den Einteilungsgrund  abgeben : ob die M
adonna 

（51）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



im
 H

albfigur genom
m

en ist oder in ganzer Figur, ob sie m
it einem

 oder m
it zw

ei 
K

indern zusam
m

engruppiert ist, ob w
eitere Erw

achsene dazutreten, das sind die 
künstlerisch w

ichtigen Fragen. » （W
Ö

LFFLIN
, 1899, p. 81

）

	

　

以
下
、
論
者
に
よ
る
意
訳
を
試
み
た
。

	

　
「
同
じ
主
題
の
絵
画
作
品
を
、
発
展
の
系
列
に
従
っ
て
、
並
べ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
聖
母
が
、
書

物
を
持
っ
て
い
よ
う
と
り
ん
ご
を
持
っ
て
い
よ
う
と
、
戸
外
に
座
っ
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
こ
こ
で

は
重
要
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
描
き
込
ま
れ
た
（
個
別
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
や
、
母
子
像
と
い
う
表

現
上
の
素
材Stoff

か
ら
理
解
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
聖
な
る
像
で
あ
る
と
い
う
）
意
味
内
容
を

根
拠
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
形
の
問
題
が
類
型
分
析
の
根
拠
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
聖
母
が
、
半
身
像
で
あ
る
の
か
、
全
身
像
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、（
群
像

表
現
で
あ
る
と
し
て
も
）、
聖
母
が
一
人
の
子
ど
も
か
二
人
の
子
供
と
一
緒
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
芸
術
的
に
は
重
要
な
の
で
あ
る
」（
邦
訳

W
Ö

LFFLIN
, 1899, 1962, 

一
一
一
頁
に
あ
る
守
屋
訳
を
参
考
に
し
た
。
一
方
で
、
本
稿
の
趣
旨
に

従
っ
て
、
括
弧
の
中
に
論
者
の
解
釈
を
註
と
し
て
挿
入
し
た
。）

　

	　

ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
論
の
こ
の
章
で
は
、
Ａ
・
半
身
像
の
聖
母
（《
大
公
の
聖
母
》

と
《
小
椅
子
の
聖
母
》）、
Ｂ
・
全
身
像
の
聖
母
（《
カ
ル
デ
リ
ー
ノ
の
聖
母
》、《
ア
ル
バ
の
聖
母
》）
の

四
点
を
図
示
し
比
較
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
二
点
は
、
見
開
き
の
双
方
の
頁
に
白
黒
図
版
の
挿
図
と
し
、

も
う
二
点
も
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
が
指
摘
し

た
「
類
型
分
析
の
根
拠
」Einteilungsgrund　

と
は
、
こ
の
場
合
、
半
身
像
と
全
身
像
の
対
立
す

る
表
現
形
式
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
論
点
は
重
要
で
あ
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
若
き
日
に
、
個

別
作
品
論
を
行
う
際
に
、
論
理
が
明
快
な
こ
の
章
等
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

	

　

一
方
で
、
一
九
一
五
年
刊
行
の
『
美
術
史
の
基
礎
概
念
』（W

Ö
LFFLIN

, 1915, p.15 ; 
邦
訳

W
Ö

LFFLIN
 ,1915, 2000, p. 20

）
の
中
で
は
、T

ypus

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
の
中
で
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
は
、«　

U
nsere A

bsicht geht 
darauf, T

ypus m
it T

ypus zu vergleichen, das Fertige m
it dem

 Fertigen. »　

と
い
う

文
言
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
十
六
世
紀
と
十
七
世
紀
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
例
を
一
点

ず
つ
比
べ
る
わ
け
で
、
論
者
が
本
稿
で
使
う
「
類
型
分
析
」
と
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
世
紀
に
お
け
る
見
方
・
見
え
方
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
く
れ
る
具
体
的
な
作
例
が
示
す
型
、

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 	

　

同
年
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
書
い
た
論
考
「
造
形
芸
術
に
お
け
る
様
式
の
問
題
」（PA

N
O

FSK
Y

, 
1915 ; 

同
、
邦
訳
）
は
、
彼
の
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
受
容
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

	

　

な
お
、T

ypos

の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
文
献
に
詳
し
い
が
、
哲
学
、
心
理
学
等
も
視

野
に
入
っ
た
議
論
が
展
開
し
て
い
る
。
本
稿
の
趣
旨
か
ら
は
論
点
が
広
が
り
過
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
、
詳

論
は
避
け
た
い
。ST

REN
GE

（B.

） und LESSIN
G

（H
. U

.

）, « T
ypos ; T

ypologie», H
W

P
, 

1998, X
, p. 1587-1607　

４	　

PA
N

O
FSK

Y
, 1923;  

こ
の
著
名
な『
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
メ
レ
ン
コ
リ
ア
Ⅰ
』の
論
文
副
題
に
も
、「
類

型
史
研
究
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（W

EN
D

LA
N

D
, II, p. 486 

）。

	

　

一
九
六
四
年
に
、
英
語
で
完
成
さ
れ
た
大
著
『
土
星
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』（PA

N
O

FSK
Y

, 
1964　

; PA
N

O
FSK

Y
, 1964, 

邦
訳
）
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
、
ク
リ
バ
ン
ス
キ
ー
、
そ
し
て
ザ
ク

セ
ル
と
い
う
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
学
派
三
巨
匠
に
よ
る
記
念
碑
的
な
著
作
で
あ
る
。
図
版
一
五
〇
点
を
超
え

る
こ
の
大
著
の
、
第
四
部
、
第
二
章
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
作
《
メ
レ
ン
コ
リ
ア
Ⅰ
》
を
、
巻
頭
の
図
１
に

位
置
付
け
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
い
う
版
画
家
の
代
表
作
を
比
較
分
析
の
核
に
お
い
た
類
型
分
析
の

代
表
的
な
成
功
例
で
あ
る
。

５	　

PA
N

FSK
Y

, 1927; 

著
者
は
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
時
代
か
ら
、
十
五
世
紀
に
か
け
て
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術

の
中
の
、「
イ
マ
ー
ゴ
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
」
の
図
像
展
開
を
論
じ
て
い
る
。
論
文
の
最
後
で
（p. 294

）、

こ
の
論
文
の
目
的
と
方
法
を
述
べ
、
こ
の
中
で
試
み
た
類
型
分
析T

ypenlehre

に
つ
い
て
定
義
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
論
旨
を
要
約
し
た
い
。
先
ず
、
類
型
論
と
は
、
形
を
探
し
考
察
す
る
論
考
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
分
析
上
の
明
確
な
公
式
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
似
た
形
を
し
た
作

例
群
が
持
つ
基
本
的
な
傾
向A

ffi
nitätprinzips

を
発
見
し
、
分
析
す
る
こ
と
で
美
術
史
的
な
新
た

な
解
釈
を
探
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
行
わ
れ
た
分
析
で
は
、
図
版
四
二

点
の
う
ち
、タ
イ
ト
ル
を「
苦
悩
す
る
人
」Schm

erzensm
ann 

と
す
る
図
版
が
十
七
点
、　

ま
た
、「
キ

リ
ス
ト
の
哀
悼
」Bew

einung Christi

に
分
類
し
た
図
版
が
九
点
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
論
者

の
見
解
で
は
、
図
版
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
効
果
を
生
か
し
て
作
り
出
す
分
析
の
、
視
覚
的
な
論
理
構
成
と

し
て
は
、
必
ず
し
も
明
晰
な
主
張
を
生
ん
で
い
る
と
は
思
え
な
い
。

	

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
論
者
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
述
べ
た T

ypenlehre

と
い
う
言
葉
を
二

つ
の
段
階
に
分
け
て
考
え
た
い
と
思
う
。
関
連
し
た
資
料
を
分
析
す
る
作
業
を
、「
類
型
分
析
」
と
名

付
け
、
そ
の
作
業
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
く
論
考
を
「
類
型
論
」
と
呼
ぶ
。
本
論
文
は
、
一
九
三
六

年
論
文
と
一
九
五
五
年
論
文
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
見
ら
れ
る
方
法
の
変
化
を
研
究
対
象
と
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
上
の
作
業
に
視
点
を
当
て
た
論
述
で
あ
り
、
そ
れ

故
に
、
本
論
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
日
本
語
と
し
て
よ
り
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
「
類
型
分
析
」
と
い
う

言
葉
を
使
っ
た
。
以
上
の
考
察
は
、
既
出
の
、
一
九
九
七
刊
行
の
前
田
氏
の
論
文
と
、
ご
自
身
か
ら
の

示
唆
に
基
づ
い
て
い
る
。

６	　

CO
SER

（L.A
.

）, Refugee Scholars in A
m

erica, 1984, Y
ale U

P, p. 255-260 ;

コ
ー
ザ
ー
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「
Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
亡
命
美
術
史
家
の
影
響
」『
亡
命
知
識
人
と
ア
メ
リ
カ
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
二
八
四
ー
二
九
〇
頁

７	　

PA
N

O
FSK

Y
, 1936

８	　

PA
N

O
FSK

Y
, 1955 

	

以
下
、
論
者
の
手
元
に
あ
る
、
一
九
五
五
年
版
の
各
国
語
に
お
け
る
翻
訳
を
記
す
。

	

英
語
版
、

	
1963　

 H
arper &

 R
ow

, C
oll. H

arper  T
orchbooks, T

he A
cadem

y Library,  
reprinted by arrangem

ent, p. 223 – 254　
（
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
）

	

邦
訳

	

一
九
六
九 

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
（E.

）「
わ
れ
、
ま
た
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
あ
り
き
・
・
・
プ
ッ
サ
ン
と
哀

歌
の
伝
統
」
邦
訳
・
土
岐
恒
二
、『
伝
統
と
現
代
』
叢
書
・
現
代
人
の
思
想
、
第
十
四
巻
、
三
七
六
～

四
〇
四
頁

	

仏
訳

	
1969 PA

N
O

FSK
Y

（E.

）, « Et in A
rcadia ego »,  L'œ

uvre d'art et ses significations 
: essais sur les " arts visuels",  Gallim

ard, trad. par T
EY

SSED
RE

（M
. et  B.

）, Coll. 
Bibliothèque des sciences hum

aines
	

独
訳

	
1975 PA

N
O

FSK
Y

（E.

）, « Et in A
rcadia ego, Poussin und die T

radition des 
Elegischen »,  Sinn und D

eutung in der bildenden K
unst = M

eaning in the V
isual 

A
rts,  D

uM
ont, Coll. D

uM
ont T

aschenbücher, 33,  p. 351-377
	

2002 PA
N

O
FSK

Y

（E.

）, Et in A
rcadia ego, Poussin und die T

radition des Elegischen, 
Friedenauer Press

（
単
行
本
）

	

　

プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
》
に
つ
い
て
の
関
連
論
文
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の

一
九
三
六
年
論
文
以
前
も
含
め
、
無
数
に
存
在
す
る
。
網
羅
的
な
も
の
と
し
て
は
、RO

SEN
BERG, 

2015,  no. 15, p. 150-159, 

を
参
照
。
ま
た
、
関
連
論
考
と
し
て
は
、
栗
田
、
二
〇
一
四
、《
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
の
牧
人
た
ち
》（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）・
・
・「
知
惠
」
と
「
恒
心
」
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
」

一
四
一
～
一
六
一
頁
、
木
村
、
二
〇
一
六
、
参
照
。

　
　

そ
う
し
た
中
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
注
目
し
た
も
の
は
、
以
下
の
論
考
で
あ
る
。

	
1925 LEM

O
N

N
IER

（H
.

）, « Les sources des Bergers d'A
rcadie 

（A
 propos de 

l'exposition du paysage français

） », La revue de l'art ancien et m
oderne, X

LV
II, p. 

273-286
	

　

一
九
三
六
年
論
文
の
刊
行
の
直
後
に
書
か
れ
た
反
響
と
し
て
は
、

	
1937 W

EIBA
CH

 ; 1937 K
LEIN

９	　

A
rcadie

（
仏
語
）
と
い
う
言
葉
が
持
つ
意
味
と
歴
史
的
な
事
実
関
係
は
、
一
八
六
六
年
刊
行
の
、
フ

ラ
ン
ス
語
百
科
事
典
『
十
九
世
紀
ラ
ル
ー
ス
』
の
第
一
巻
に
指
摘
が
あ
る
（LA

RO
U

SSE, 19, I, 
1866, p. 562

）。
そ
こ
に
は
、
地
理
学
上
の
意
味
、
サ
ン
ナ
ザ
ー
ロ
の
詩
作
品
、
Ｐ
・
シ
ド
ニ
ー
の
作
品
、

そ
し
て
、
プ
ッ
サ
ン
の
絵
画
作
品
（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の

脚
註
に
は
記
述
は
な
い
が
、
調
査
の
最
初
の
段
階
で
の
基
本
的
な
参
考
図
書
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

10	　

ヴ
ァ
イ
ス
バ
ッ
ハ
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
バ
ロ
ッ
ク
美
術
研
究
の
中
心
的

な
存
在
で
あ
っ
た
。
次
の
代
表
的
な
著
作
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
も
引
用
し
て
い
る
。『
反
宗
教
改
革
期
に

お
け
る
美
術
と
し
て
の
バ
ロ
ッ
ク
』（W

EISBA
CH

, 1921, p. 190

）、
並
び
に
『
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、ド
イ
ツ
、ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
バ
ロ
ッ
ク
美
術
』（W

EISBA
CH

, 1924, p. 65-66

）。
し
か
し
、

文
献
考
証
の
視
点
か
ら
は
、
ベ
ロ
ー
リ
は
参
照
し
て
い
て
も
、GRA

U
T

O
FF

（1914

）
の
プ
ッ
サ

ン
研
究
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
脆
弱
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

11	　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
作
家
の
認
定
論
と
し
て
は
、
一
九
一
一
年
に
、
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
の
専
門

家
フ
ォ
ッ
スH

. V
O

SS

に
よ
る
見
解
を
採
用
し
て
い
る
（p. 233, n.1

）。

12	　

M
A

N
D

O
W

SK
Y

（E
.

）, U
ntersuchungen zur Iconologie des C

esare R
ipa, 

D
issertation zur Erlangung der D

oktorw
uerde der Philosophischen Fakultaet der 

H
am

burgischen U
niversitaet,1934, H

am
burg, H

ergestellt bei H
.Proctor 

論
者
は

ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
図
書
館
で
、
こ
の
論
文
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。

13	　

こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
キ
リ
ス
ト
教
図
像
学
の
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
デ
ィ

ド
ロ
ン
と
マ
ー
ル
の
著
作
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

ビ
ザ
ン
チ
ン
美
術
を
中
心
と
し
た
分
析
と
し
て
、

	
1843 D

ID
RO

N

（A
. N

.

）, Iconographie chretienne : histoire de D
ieu, Im

prim
erie 

Royale
	

1845 D
ID

R
O

N

（A
. N

.

）, M
anuel d'iconographie chrétienne grecque et latine, 

Im
prim

erie Royale
	

ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
に
つ
い
て
は
、

	
1898　

M
Â

LE

（E.

）, L'art religieux du X
IIIe siècle en France, E. Leroux

  

し
か
し
、
キ
ュ
ン
ス
ト
ル
の
研
究
成
果
の
よ
う
に
、「
生
と
死
」
と
い
う
よ
う
な
個
別
テ
ー
マ
の
分
析
で

は
、
ド
イ
ツ
の
研
究
者
が
先
行
し
た
の
で
あ
る
。

14	　

こ
の
研
究
者
は
、
そ
の
後
、
一
九
二
六
～
二
八
年
に
、
二
巻
か
ら
な
る
キ
リ
ス
ト
教
図
像
研
究
の
参

考
図
書
を
刊
行
し
て
い
る
（K

Ü
N

ST
LE, 1926-28 

）。
こ
れ
は
、
現
在
で
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る

も
の
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
一
六
三
六
年
に
論
文
を
書
く
以
前
に
、
参
照
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

（53）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



る
文
献
で
あ
る
。 

15	　

こ
の
記
述
は
、
一
九
五
五
年
論
文
（p. 311-313

）
で
は
、
更
に
、
行
数
が
大
幅
に
長
く
な
り
、
詳

述
さ
れ
て
い
る
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
に
進
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
十
九
年
の
歳

月
が
経
過
し
た
あ
と
で
、
一
九
三
六
年
の
発
表
の
後
、
様
々
な
異
論
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
改

訂
に
際
し
て
は
、
様
式
分
析
も
踏
ま
え
た
作
品
記
述
に
、
一
層
き
め
細
か
な
言
葉
が
増
加
し
て
い
る
。

16	　

論
者
は
、
放
送
大
学
で
客
員
教
授
の
任
に
あ
っ
た
際
に
、
テ
レ
ビ
・
カ
メ
ラ
で
そ
れ
を
撮
影
し
、
研

究
員
で
あ
っ
た
Ｐ
・
テ
イ
ラ
ー
が
映
像
の
前
で
方
法
論
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
い
、
一
つ
の
講
義
の
中

で
、
放
映
さ
れ
た
。

17	　

木
村
、
二
〇
〇
八
、
参
照
。

18	　

V
. M

U
LLER

が
執
筆
し
た
、
一
九
二
九
年
刊
行
の
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
に
関
す
る
論
文
の
タ

イ
ト
ル
に
使
わ
れ
て
い
て
、
ス
テ
ホ
ウ
が
引
用
し
て
い
る
。ST

ECH
O

W
, p. 13

19	　

そ
の
世
界
的
な
業
績
は
、BO

BER　

and RU
BIN

ST
EIN

, H
andbook, 2010

20　

代
表
的
な
業
績
の
一
つ
は
、M

CGRA
T

H
（E.
）, Rubens, Subjects from

 H
istory, H

. M
iller, 

1997, CRLB, X
III

（I

）

21　

T
ypen

と
い
う
言
葉
の
邦
訳
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
木
村
、
二
〇
〇
七
、四
十
頁
、
註
３
参
照

22	　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
使
用
し
た
版
は
、
一
八
二
一
年
版
に
ピ
サ
で
刊
行
さ
れ
た
版
で
、
出
版
社
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。PA

N
O

FSK
Y

, 1936, p.236-237, note, 1

23	　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
使
用
し
た
版
は
、
一
七
〇
五
年
版
で
、
出
版
地
、
出
版
社
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

PA
N

O
FSK

Y
, 1936, p.237, note, 1

24	　

こ
の
指
摘
に
関
し
て
は
、
刊
行
直
後
に
論
争
が
生
ま
れ
て
い
る
。

	
1937 K

LEIN

（J.

）, « A
n A

nalysis of Poussin's " Et in A
rcadia ego" », A

B
,  19, N

o. 2 ,  
p. 314-317

	
1937 W

EISBA
CH

	
1938 BLU

N
T

	
1938 PA

N
O

FSK
Y

25	　

木
村
、
二
〇
一
六
、
図
７

26	　

三
年
後
の
、
一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
る
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』（PA

N
O

FSK
Y

, 1939, 
Introduction,  p.3-31

）
に
お
い
て
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
著
名
な
、
図
像
学
に
関
す
る
三
つ
の

分
類
を
提
示
し
て
い
る
。
論
者
の
見
解
で
は
、
類
型
分
析
は
、
以
下
に
述
べ
る
、
第
一
段
階
か
ら
第
二

段
階
に
か
け
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

	

　

主
題
（subject m

atter

）
に
対
す
る
解
釈
を
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
論
の
事
例
に
基
づ
い
て
紹
介
し
た
い
。

	

　

第
一
段
階
（
図
像
学
以
前prim

ary or natural subject m
atter

）。
日
常
的
な
意
味
で
、
人
間

の
行
為
と
事
物
が
作
り
出
す
関
係
か
ら
理
解
さ
れ
る
も
の
を
記
述
す
る
段
階
。
た
と
え
ば
、
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
論
の
場
合
、
墓
の
前
に
羊
飼
い
た
ち
が
い
て
、
何
か
を
話
し
合
っ
て
い
て
、

そ
こ
に
は
、Et in A

rcadia ego　

と
い
う
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
の
段
階
を

示
し
て
い
る
。

　
　

第
二
段
階
（
図
像
学iconography; secondary or conventional subject m

atter

）。
約
束

事
を
理
解
し
た
上
で
、
主
題
を
解
釈
す
る
段
階
。

　
　
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
論
の
場
合
、
髑
髏
が
「
死
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
き
、
ウ
ェ
ル
ギ

リ
ウ
ス
を
は
じ
め
、
文
学
上
の
典
拠
を
理
解
し
、
意
味
の
展
開
（events

）
が
存
在
し
、
歴
史
的
な

図
像
展
開
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
で
あ
る
。

	

　

第
三
段
階
（
図
像
解
釈
学iconology; intrinsic m

eaning or content

）
は
、よ
り
深
い
文
化
的
、

宗
教
的
、
政
治
的
、
哲
学
的
な
意
味
を
理
解
し
た
主
題
の
解
釈
を
行
う
段
階
。

	

　
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
論
で
は
、
ベ
ロ
ー
リ
、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
記
銘
の
解
釈
を
き
っ
か
け
に
し
た
、

後
代
の
受
容
論
で
あ
る
。

	

　

単
純
化
し
て
言
え
ば
、
プ
ッ
サ
ン
に
関
す
る
一
九
三
六
年
論
文
で
試
み
た
こ
と
の
経
験
と
反
省
を
込

め
て
、
そ
の
た
め
の
方
法
論
を
整
理
し
た
も
の
が
こ
の
三
分
類
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

し
た
後
の
熟
慮
を
経
て
、
一
九
五
五
年
の
改
訂
作
業
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

27	　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
先
ず
、
ロ
ス
ピ
リ
ョ
ー
シ
が
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
に
、Et in A

rcadia ego

の
主

題
を
示
唆
し
、
そ
の
後
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
第
二
作
ま
で
受
け
継
が
れ
た
と
想
定
し
て

い
る
（PA

N
O

FSK
Y

, 1955, p. 305

）。H
A

SK
EL,

（1962

）1980, p. 57-58

　

	　

近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
・
ロ
ス
ピ
リ
ョ
ー
シ
（
一
六
〇
〇
～
一
六
六
九
）
は
、
学
識
豊
か
な

Ｆ･

バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
枢
機
卿
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
、
聖
職
者
と
文
人
の
中
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
台
本
作

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
六
三
二
年
以
前
に
、
音
楽
と
と
も
に
演
じ
ら
れ
る
詩
劇
を
書
き
、
大
規

模
な
対
話
劇
を
除
い
て
も
、
十
二
点
の
台
本
が
、
彼
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
牧
歌
劇
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。M

U
RA

T
A

（M
.

） , « Rosipigliosi（Giulio

） », 
T

he N
ew

 Grove D
ictionary of O

pera, 1992, IV
, p. 50

28	　

こ
こ
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
、
個
人
的
に
得
た
情
報
を
書
い
て
お
き
た
い
。

テ
ュ
イ
リ
エ
教
授
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ィ
ジ
ョ
ン
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
頃
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
か
ら
、

デ
ィ
ジ
ョ
ン
に
あ
る
、《
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ポ
の
墓
》
の
図
像
論
に
つ
い
て
質
問
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
や
り
と
り
の
事
実
が
、
一
九
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
『
ヴ
ァ
ル
ラ

フ=

リ
ヒ
ャ
ル
ツ
美
術
館
究
紀
要
』
に
刊
行
さ
れ
た
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
論
文
の
脚
註
に
書
か
れ
て

い
る
（PA

N
O

FSK
Y

, 1968, p.504, note 11

）。
こ
れ
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
い
た
、
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一
九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
行
っ
て
い
た
調
査
法
の
一
端
の
事
例
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

29	　

フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
一
九
三
六
、一
九
五
五
年
論
文
双
方
と
も
、
一
七
〇
五

年
版
に
依
拠
し
て
い
て
、
初
版
の
一
六
八
五
年
版
は
参
照
し
て
い
な
い
（1955, p. 362, note. 46

）。

　

	　

同
時
に
、
サ
ン
ナ
ザ
ー
ロ
著
『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
』（
一
五
〇
四
年
版
）
の
重
要
性
を
、
一
八
八
八
年

の
版
を
根
拠
に
指
摘
し
て
い
る
（note 25

）。
一
五
〇
〇
年
代
の
テ
キ
ス
ト
へ
の
目
配
り
が
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

30	　

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
取
り
上
げ
た
絵
画
、
あ
る
い
は
、
収
集
し
、
分
析
に
使
用
し
た
関
連
版
画
の
中
で
、

ど
の
版
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
が
、
論
者
に
は
は
き
り
と
理
解
で
き
な
い
ま

ま
で
い
る
。
そ
れ
は
、
図
示
し
た
図
版
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
十
分
な
基
礎
情
報
が
書
か
れ
て
な
い

こ
と
と
、
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
図
書
館
や
、
大
英
図
書
館
に
行
け
ば
閲
覧
が
可
能
で
あ
っ
た

筈
の
版
画
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
、
そ
う
し
た
際
の
経
験
が
に
じ
み
出
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（55）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について



図４　コルベ《我アルカディアにもありき》

｛論者が当該論文で使った本図版の版画は、大英図書館
所蔵｝

図３　Ｎ・プッサン《我アルカディアにもあり（あり
き）》

　　　1630-35年頃
パリ、ルーヴル美術館蔵

｛現在でデータは、所蔵は変わらず、画布・油彩
85 × 121 cm、INV 7300｝

図２　Ｎ・プッサン　《我アルカディアにもあり》
　　　1626-28年頃
　　　チャッツワース、デヴォンシャー公爵蔵

｛現在のデータは、所蔵は変わらず、画布・油彩、101 ×
82 cm｝

図１　グエルチーノ　《我アルカディアにもあり》
　　　ローマ、コルシーニ画廊蔵
1623 年以前

｛現在のデータは、古代美術国立美術館蔵、画布・油彩
82 × 91 cm｝

図版
Ⅰ　パノフスキー著 1936 年刊行の論文に掲載した 16 点の図版の中で、その類型論の論理の軸として絞り込んだと

考えられる主要作品
　　｛作品のデータは、1936 年にパノフスキーが書いた論文に記されたもの｝

A　石棺に髑髏が描き込まれた作例

B　石棺に髑髏が描かれていない作例
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Ⅱ　パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」が掲載された図書と図版頁のレイアウト

1936 年論文

図６　1936-Fig. 1，同書、p. 224-225の間図５　1936-タイトル・ページ　
　　　クリバンスキー、パトン（編）『哲学と歴史』
　　　オックスフォード、クラレンドン・プレス刊行

図７　1936-Fig. 2，同書 p. 232-233の間 図８	 1936-Fig. 3, 4, 同書 p. 232-
233の間

図９　1936-Fig. 7, 8, 同書 p. 240- 
241の間

1955 年論文

図10　1955-表紙　パノフスキー『視覚
　　　芸術の意味』
　　　ニューヨーク、ダブルデイ刊行
　　　

図11	 1955-90, 91, 同 書 p. 170- 
171の間

図12　1955-92, 93, 94, 同 書 p. 
170-171の間

（57）パノフスキー著「プッサン作《アルカディア》論」（一九三六年）の改訂作業（一九五五年）の方法について
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